
熱中症の応急処置フロー

熱中症を疑う症状がありますか？

めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の発汗・頭痛・不快感・吐き気・
嘔吐・倦怠感・虚脱感・意識障害・けいれん・手足の運動障害・高体温

はい

はい

涼しい場所へ避難し、服をゆるめ体を冷やす

はい

水分を自力で摂取できますか？

はい

経口補水液などを補給する

経口補水液を一時に大量に飲むと、ナトリウムの過剰摂取になる可能性
もあります。腎臓、心臓等の疾患の治療中で、医師に水分の摂取につい
て指示されている場合は指示に従ってください。

はい

症状がよくなりましたか？

はい

そのまま安静にして十分休息をとり、回復したら休息しましょう

救急車を呼ぶ

涼しい場所へ避難し、服をゆるめ体を冷やす

医療機関へ

本人が倒れたときの状況を知っている人が付き添って、
発症時の状態を伝えましょう。

氷のう等があれば、首、わきの下、太もものつけ根を集中的に
冷やしましょう。
スポーツや激しい作業･労働等によって起きる労作性熱中症の場合は、
全身を冷たい水に浸す等の冷却法も有効です。

救急車が到着するまでの間に応急処置を始めましょう。
呼びかけへの反応が悪い場合は無理に水を飲ませてはいけません。

＜呼吸をしていない場合＞いいえ

いいえ

いいえ

「熱中症環境保健マニュアル2022」(p.26)より、環境再生保全機構にて一部改変。動画制作協力：日本体育大学

救急車の出動から到着するまで、
全国平均で約9.8分かかります。
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呼びかけに応えますか？



救急隊に伝える情報

＜119番で聞かれる内容＞
□ 住所
□ 状況（意識・呼吸の有無、年齢、性別など）
□ 通報者の情報（氏名、連絡先）

＜救急隊／病院が知りたい主な情報＞
□ 発生状況（いつ／どこで／何をしていて／どうなった／行った処置）
□ 既往歴／アレルギー
□ 内服薬／かかりつけの病院
□ 家族への連絡
□ 氏名／生年月日
□ 身長／体重
□ その他（症状・状況による）

出典) 日本体育大学 鈴木健介先生の資料より
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